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(57)【要約】
【課題】放送メディアとして地上デジタル放送やＢＳ／
ＣＳデジタル放送だけでなく、ＩＰネットワークを利用
したＩＰ放送やＶＯＤも対象にした番組推薦機能を実現
すること。
【解決手段】ホームゲートウェイ３は、広帯域ネットワ
ーク４からＩＰ放送やコンテンツを受信して受信端末２
に配信するとともに、各放送メディアの番組情報を取得
して蓄積する。受信端末２は、視聴した番組のチャンネ
ル選択情報と、ユーザまたは受信端末の識別情報をホー
ムゲートウェイ３に送信する。ホームゲートウェイ３は
、ユーザまたは受信端末２ごとに番組の視聴傾向を示す
プロファイルを作成し、各放送メディアの番組情報から
プロファイルに適合する番組を検索して、ユーザまたは
受信端末２に推薦する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送メディアとして、電波やケーブルを介する放送とともに広帯域ネットワークを利用
するＩＰ放送やコンテンツを受信可能な放送受信システムにおいて、
　広帯域ネットワークに接続され、該ネットワークからＩＰ放送やコンテンツを受信する
とともに、各放送メディアにて放送される番組情報を取得して番組情報データベースに蓄
積するホームゲートウェイ装置と、
　電波やケーブルを介する放送とともに、上記ホームゲートウェイ装置を介して上記ネッ
トワークを利用するＩＰ放送やコンテンツを受信する放送受信端末装置とを備え、
　上記放送受信端末装置は上記ホームゲートウェイ装置に対して、視聴した番組のチャン
ネル選択情報と、該端末装置を利用するユーザを識別するユーザ識別情報または該端末装
置を識別する端末識別情報を送信し、
　上記ホームゲートウェイ装置は、上記端末装置から受信したチャンネル選択情報とユー
ザ識別情報または端末識別情報を基に、ユーザまたは端末装置ごとに番組の視聴傾向を示
すユーザプロファイルまたは端末プロファイルを作成するとともに、
　上記ホームゲートウェイ装置は、上記蓄積している番組情報データベースの中から上記
作成したユーザプロファイルまたは端末プロファイルに適合する番組を検索して推薦番組
一覧を作成し、対応する上記ユーザまたは端末装置に送信することを特徴とする放送受信
システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の放送受信システムにおいて、
　前記ホームゲートウェイ装置に対し、ホームネットワークを介して前記放送受信端末装
置を複数個接続することを特徴とする放送受信システム。
【請求項３】
　広帯域ネットワークを介してＩＰ放送やコンテンツを受信し放送受信端末装置に配信す
るホームゲートウェイ装置であって、
　上記広帯域ネットワークと上記放送受信端末装置に接続され、コンテンツや番組情報を
送受信するネットワーク制御部と、
　上記ＩＰ放送から番組情報を取得する番組情報取得部と、
　上記ＩＰ放送を含む各放送メディアにて放送される番組情報を番組情報データベースに
蓄積するとともに、ユーザまたは放送受信端末装置ごとの視聴傾向を示すユーザプロファ
イルまたは端末プロファイルを蓄積する記憶部と、
　該ユーザプロファイルまたは端末プロファイルを作成し、上記ユーザまたは放送受信端
末装置への推薦番組一覧を作成するＣＰＵとを備え、
　該ＣＰＵは、上記放送受信端末装置から視聴した番組のチャンネル選択情報と、ユーザ
を識別するユーザ識別情報または該端末装置を識別する端末識別情報を受信すると、これ
らの情報を基に、ユーザまたは端末装置ごとに番組の視聴傾向を示すユーザプロファイル
または端末プロファイルを作成するとともに、
　上記ＣＰＵは、上記記憶部に蓄積している番組情報データベースの中から上記作成した
ユーザプロファイルまたは端末プロファイルに適合する番組を検索して推薦番組一覧を作
成し、上記ネットワーク制御部から対応する上記ユーザまたは端末装置に送信することを
特徴とするホームゲートウェイ装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のホームゲートウェイ装置において、
　前記ＣＰＵは、前記放送受信端末装置から視聴した番組のチャンネル選択情報を受信す
るごとに、該当するユーザまたは端末装置の視聴履歴を更新し、視聴頻度の高いチャンネ
ルやキーワードを前記ユーザプロファイルまたは端末プロファイルに登録することを特徴
とするホームゲートウェイ装置。
【請求項５】
　放送メディアとして、電波やケーブルを介する放送とともに、ホームゲートウェイ装置
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を介して広帯域ネットワークを利用するＩＰ放送やコンテンツを受信する放送受信端末装
置であって、
　上記ホームゲートウェイ装置に接続され、ＩＰ放送やコンテンツと番組情報を送受信す
るネットワーク制御部と、
　電波やケーブルを介する放送を受信し、視聴する番組のチャンネル選択を行う放送受信
制御部と、
　選択した番組やコンテンツを提示するディスプレイ装置と、
　受信した番組やコンテンツを蓄積し再生する記憶装置とを備え、
　上記ネットワーク制御部は上記ホームゲートウェイ装置に対して、視聴した番組のチャ
ンネル選択情報と、当該放送受信端末装置を利用するユーザを識別するユーザ識別情報ま
たは当該放送受信端末装置を識別する端末識別情報を送信するとともに、
　上記ネットワーク制御部は上記ホームゲートウェイ装置から、上記ユーザまたは当該放
送受信端末装置の視聴傾向に適合した推薦番組一覧を受信し、上記ディスプレイ装置に表
示することを特徴とする放送受信端末装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地上デジタル放送やＢＳ／ＣＳデジタル放送だけでなく、広帯域（ブロード
バンド）のネットワークを介してＶＯＤ（Ｖｉｄｅｏ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）やＩＰ（Ｉ
ｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）放送を受信し、特にユーザごとに好みのコンテンツ
を推薦できる放送受信システム及びこれに用いるホームゲートウェイ装置と放送受信端末
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＴＶは複数の放送メディアを受信し、提示することが可能になってきている。こ
れまでの地上デジタル放送やＢＳ／ＣＳデジタル放送及びケーブルテレビだけでなく、Ｉ
Ｐネットワークを利用したＶＯＤやＩＰ放送もＴＶで受信できるようになってきた。すで
にＩＰ放送（マルチキャスト放送）が開始され、地デジ再送信も実現性が高まっている。
番組を配信するネットワークの帯域が大きくなり、Ｇｂｉｔネットワークの中で１００ｃ
ｈもの番組を配信することが可能になる。その場合、これまでのケーブルテレビにおける
チャンネル数をはるかに超えるため、ユーザがリモコンの上下キーを操作したりザッピン
グにより見たい番組を選択することは困難になってくる。
【０００３】
　このような場合、ＴＶ装置にユーザの嗜好に合ったコンテンツを推薦する機能があれば
便利である。これを実現するために、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　
Ｇｕｉｄｅ）やＥＣＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｇｕｉｄｅ）などの番
組付随情報からスポーツやドラマなどのジャンルによって番組をカテゴライズしたり、登
場人物などでフィルタリングをかけたりすることにより、ユーザが所望する番組の一覧を
抽出する技術が出てきている。例えば特許文献１には、ユーザがコンテンツに対する評価
を入力したり、検索条件を指定したりして番組推薦を受ける技術が開示される。
【０００４】
【特許文献１】国際公開第０５／０２７５１２号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記した従来の技術では、ある特定の放送メディアからの番組抽出が主流であり、現在
放送されている全ての放送メディアからユーザ所望の番組を抽出してユーザに推薦するも
のではない。特許文献１の場合には、地上波、ＢＳ、ＣＳ放送などの複数のメディアを対
象としているが、ユーザはこれから所望のメディアを選択する必要がある。また、放送メ
ディアとしてＩＰ放送等のＩＰネットワークを利用した放送を対象としていないので、推
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薦できる番組の範囲が制限される。
【０００６】
　また従来技術では、番組の推薦は受信端末装置ごとに行われる。すなわち、ユーザ個人
を識別して推薦するものではないので、複数のユーザが１台の受信端末装置を共用するよ
うな場合には、ユーザごとの嗜好に合った番組を推薦することは困難である。
【０００７】
　さらに、野球等のスポーツ番組でたびたび行われる同一番組の放送チャンネル切替は、
今後異なる放送メディアに渡って運用される可能性がある。そのような場合、従来技術で
は、ユーザは番組内での指示に従ってチャンネルを変更したり録画予約を設定し直す必要
があり、操作が面倒であった。ユーザの操作なしに、異なる放送メディアの間でシームレ
スにチャンネル切替や録画を実行できることが望まれる。
【０００８】
　本発明は上記課題を鑑み、放送メディアとして地上デジタル放送やＢＳ／ＣＳデジタル
放送だけでなく、ＩＰネットワークを利用したＩＰ放送やＶＯＤも対象にした番組推薦機
能を有する放送受信システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、放送メディアとして、電波やケーブルを介する放送とともに広帯域ネットワ
ークを利用するＩＰ放送やコンテンツを受信可能な放送受信システムにおいて、広帯域ネ
ットワークに接続され、該ネットワークからＩＰ放送やコンテンツを受信するとともに、
各放送メディアにて放送される番組情報を取得して番組情報データベースに蓄積するホー
ムゲートウェイ装置と、電波やケーブルを介する放送とともに、ホームゲートウェイ装置
を介して上記ネットワークを利用するＩＰ放送やコンテンツを受信する放送受信端末装置
とを備える。放送受信端末装置はホームゲートウェイ装置に対して、視聴した番組のチャ
ンネル選択情報と、該端末装置を利用するユーザを識別するユーザ識別情報または該端末
装置を識別する端末識別情報を送信する。ホームゲートウェイ装置は、上記端末装置から
受信したチャンネル選択情報とユーザ識別情報または端末識別情報を基に、ユーザまたは
端末装置ごとに番組の視聴傾向を示すユーザプロファイルまたは端末プロファイルを作成
する。そして、蓄積している番組情報データベースの中から上記作成したユーザプロファ
イルまたは端末プロファイルに適合する番組を検索して推薦番組一覧を作成し、対応する
ユーザまたは端末装置に送信する。
【００１０】
　本発明は、広帯域ネットワークを介してＩＰ放送やコンテンツを受信し放送受信端末に
配信するホームゲートウェイ装置であって、広帯域ネットワークと放送受信端末装置に接
続されコンテンツや番組情報を送受信するネットワーク制御部と、ＩＰ放送から番組情報
を取得する番組情報取得部と、ＩＰ放送を含む各放送メディアにて放送される番組情報を
番組情報データベースに蓄積するとともに、ユーザまたは放送受信端末装置ごとの視聴傾
向を示すユーザプロファイルまたは端末プロファイルを蓄積する記憶部と、ユーザプロフ
ァイルまたは端末プロファイルを作成し、ユーザまたは放送受信端末装置への推薦番組一
覧を作成するＣＰＵとを備える。ＣＰＵは、放送受信端末装置から視聴した番組のチャン
ネル選択情報と、ユーザを識別するユーザ識別情報または該端末装置を識別する端末識別
情報を受信すると、これらの情報を基に、ユーザまたは端末装置ごとに番組の視聴傾向を
示すユーザプロファイルまたは端末プロファイルを作成する。そして、記憶部に蓄積して
いる番組情報データベースの中から上記作成したユーザプロファイルまたは端末プロファ
イルに適合する番組を検索して推薦番組一覧を作成し、ネットワーク制御部から対応する
ユーザまたは端末装置に送信する。
【００１１】
　本発明は、放送メディアとして、電波やケーブルを介する放送とともに、ホームゲート
ウェイ装置を介して広帯域ネットワークを利用するＩＰ放送やコンテンツを受信する放送
受信端末装置であって、ホームゲートウェイ装置に接続されＩＰ放送やコンテンツと番組
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情報を送受信するネットワーク制御部と、電波やケーブルを介する放送を受信し、視聴す
る番組のチャンネル選択を行う放送受信制御部と、選択した番組やコンテンツを提示する
ディスプレイ装置と、受信した番組やコンテンツを蓄積し再生する記憶装置とを備える。
ネットワーク制御部はホームゲートウェイ装置に対して、視聴した番組のチャンネル選択
情報と、当該放送受信端末装置を利用するユーザを識別するユーザ識別情報または当該放
送受信端末装置を識別する端末識別情報を送信するとともに、ネットワーク制御部はホー
ムゲートウェイ装置から、ユーザまたは当該放送受信端末装置の視聴傾向に適合した推薦
番組一覧を受信し、ディスプレイ装置に表示する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、地上・ＢＳ／ＣＳデジタル放送、ＩＰ放送、ＶＯＤなどの受信可能な
あらゆる放送メディアにわたり、ユーザまたは受信端末装置の嗜好に適合する番組一覧を
推薦することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明にかかる実施形態を図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、本発明による放送受信システムの一実施例を示す構成図である。
  本システムでは、放送受信端末装置（放送受信端末）２は、地上デジタル放送やＢＳ／
ＣＳデジタル放送、ケーブルテレビなどの既存の放送を受信できるだけでなく、ブロード
バンドで構成された広帯域ネットワーク４を利用し、放送波の再配信を行うＩＰ再放送、
不特定ユーザに配信するマルチキャスト対応のＩＰ放送も受信できる。更に、ユーザから
の要求によりコンテンツ配信を行うＶＯＤ（Ｖｉｄｅｏ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）、音声通
話、インターネットアクセスによるトリプルプレイ、ブロードバンドを利用したダウンロ
ード裏録画など、広帯域ネットワークを利用したサービスを享受することも可能である。
【００１５】
　本システムでは、送信側の放送メディアとして、地上デジタル放送などの既存の放送局
１１の他に、ＩＰ再放送などを行う放送波送出装置１２、ＶＯＤなどのコンテンツ配信を
行うコンテンツサーバ１３、多重化装置１４、配信サーバ１５を備える。また、各放送メ
ディアから放送される番組の番組情報を提供する番組情報提供装置１６を備える。配信サ
ーバ１０３から配信されるコンテンツは、インターネットなどの広帯域ネットワーク４を
介して各家庭で受信する。
【００１６】
　家庭内の放送受信端末２ａ，２ｂ，２ｃは、ホームネットワーク５で接続され互いのデ
ータ通信を可能にする。ここでは各端末は異なる場所に設置され、それぞれ異なる目的で
使用するものとする。各端末２はアンテナ６で既存の放送を受信するとともに、広帯域ネ
ットワーク４から受信したコンテンツはホームゲートウェイ装置（ホームゲートウェイ）
３が受け取り、ホームネットワーク５を介して各端末２に配信する。またホームゲートウ
ェイ３は、番組情報提供装置１６から提供される各放送メディアの番組情報を取得すると
ともに、各端末２の視聴状況を管理する。そして、各端末２に対し嗜好する番組の情報を
提供する。
【００１７】
　ここでホームゲートウェイ３を用いることにより、ＩＰ放送のように多チャンネル放送
に対応してホームネットワーク５内の通信帯域を管理することができる。すなわち、ユー
ザがチャンネル選択をした際、その番組がＩＰネットワークを利用した放送であれば、ホ
ームネットワーク５の通信状況、特に通信帯域を考慮した上で放送受信端末への配信が可
能か否かを判断することができる。なお、ホームゲートウェイ３と同様の機能を提供する
ものであれば、ホームルータやホームサーバで実現することができる。さらに、上記受信
端末にホームゲートウェイ機能を搭載させることで、ホームゲートウェイ装置のないシス
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テム構成も可能となる。
【００１８】
　本システムでは、放送受信端末２とホームゲートウェイ３は、ホームネットワーク５を
介して番組情報などを送受信する。放送受信端末２で視聴した番組情報はホームゲートウ
ェイ３に蓄積され、ユーザごと、或いは放送受信端末ごとに視聴履歴が管理され、それぞ
れの嗜好番組を把握する。ホームゲートウェイ３は、放送受信端末２が受信できる全ての
放送メディアが提供する番組からユーザ或いは放送受信端末の嗜好番組を検索し、放送受
信端末に推薦する番組一覧を提示する。
【００１９】
　以下、本システムの各部構成を詳細に説明する。
  放送波送出装置１２は、地上波デジタル放送、ＢＳ／ＣＳデジタル放送、アナログ放送
などのテレビジョン放送信号を送出する。コンテンツサーバ１３は、映像、音声、字幕情
報等のデータ、或いはＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）化されたコンテンツを
保持し、放送受信端末の要求に応じて送出する。番組情報提供装置１６は、各放送メディ
アから放送される番組の番組情報を送出する。
【００２０】
　多重化装置１４は、放送波送出装置１２やコンテンツサーバ１３や番組情報提供装置１
６から送出されたコンテンツのストリーム及び番組情報や各種サービス情報などのメタデ
ータなどを、ＩＰネットワークへ送出するため必要に応じて多重化する。配信サーバ１５
は、ＴＳ化されたデータを広帯域ネットワーク４へ配信する。ＶＯＤ配信であれば、放送
受信端末２の要求に応じてコンテンツを配信する。ＩＰ再送信、ＩＰ放送サーバであれば
、マルチキャストを用いて配信する。
【００２１】
　広帯域ネットワーク４は、ＦＴＴＨ（Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ　Ｈｏｍｅ）やＡＤＳ
Ｌ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）等に代
表される大容量のデータ通信可能なブロードバンドネットワークであり、具体的には専用
線、インターネット、ＣＤＮ（ＣｏｎｔｅｎｔＤｅｌｉｖｅｒｙＮｅｔｗｏｒｋ）である
。
【００２２】
　ホームゲートウェイ３は広帯域ネットワーク３に接続され、ホームルータ、プロトコル
変換、ファイアウォールなどの機能を持つ。また、放送受信装置としての機能を有する場
合もある。すなわち、ホームルータやファイアウォール機能を有したブロードバンドルー
タと、プロトコル変換や放送受信装置としての機能を有するホームサーバとしての役目を
持つ。
【００２３】
　ホームネットワーク５はホームゲートウェイ３と接続され、宅内の放送受信端末２ａ，
２ｂ，２ｃ間のデータ通信を可能にする宅内のＩＰネットワークであり、具体的には有線
ＬＡＮや無線ＬＡＮである。
【００２４】
　放送受信端末２はホームネットワーク５と接続され、放送波受信機能及びネットワーク
インタフェイス持ち、地上デジタル放送及びＢＳ／ＣＳデジタル放送、ケーブルテレビ、
ＩＰ再送信、ＩＰ放送、ＶＯＤ等の複数の放送メディアを受信することが可能である。具
体的には、ＴＶ、ハードディスクレコーダ、セットトップボックスなどの端末である。放
送受信端末の台数や設置場所は、これに限らず任意に構成できることは言うまでもない。
【００２５】
　図２は、本実施例に係る放送受信端末装置２の構成の一例を示す図である。本例では、
放送受信端末としてテレビジョン受信機を例にして説明する。
【００２６】
　アンテナ６で受信したテレビジョン放送信号（地上波アナログ／デジタル放送信号、Ｂ
Ｓ／ＣＳアナログ／デジタル放送信号）は、放送受信制御部２１に送られる。放送受信制
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御部２１は例えばチューナを含んでおり、リモコン入力制御部２２からのチャンネル切替
信号に基づいてチャネル選択動作を行い、ユーザ所望のチャンネルのテレビジョン放送信
号を選局する。ここで放送受信制御部２１は、ＭＰＥＧ－２などによって符号化されたデ
ジタル放送信号を受信し、そのトランスポートストリーム（ＴＳ）を出力する。
【００２７】
　リモコン入力制御部２２は、リモートコントローラ（リモコン）２３からのリモコン信
号を受信し、ユーザ所望のチャンネルへ切り替えるためのチャンネル切替信号を出力する
。チャンネル切替信号は放送受信制御部２１に送られるとともに、放送受信制御部２１に
てチャンネル切替信号に該当する番組情報に変換されネットワーク制御部２０に供給され
る。なお、チャンネル切り替えは、リモコンを使用せず受信端末装置本体のキー操作でも
可能であることは言うまでもない。
【００２８】
　ネットワーク制御部２０は、ホームネットワーク５を介して、広帯域ネットワーク４に
配信されたＩＰ放送、ＶＯＤ等のＴＳ化されたコンテンツを受信する。また、チャンネル
切替信号を基に放送受信制御部２１から取得した番組情報を、ホームネットワーク５を介
して、ホームゲートウェイ３に送信する。
【００２９】
　ストリーム制御部２４は、放送受信制御部２１で受信した番組や、ネットワーク制御部
２０にて受信したＴＳ化されたコンテンツを、コンテンツ用Ｉ／Ｆを経由して受信する。
受信したコンテンツデータは、記憶装置（ＨＤＤ）７に蓄積し、再生することが可能であ
る。ユーザがリモコン２３で再生操作を行うと、ＣＰＵ２７はストリーム制御部２４へ再
生制御信号を送信し、コンテンツの再生制御を行う。コンテンツの再生機能は、ＨＤＤ７
に蓄積したコンテンツの再生の他に、ＶＯＤにおけるストリーミング再生、ＩＰ放送等の
制御なども可能である。ＨＤＤ７はフラッシュメモリ等の他の記録媒体でもよい。
【００３０】
　メディア処理／表示制御部２５はＭＰＥＧデコーダを内蔵しており、放送受信制御部２
１やネットワーク制御部２０から送られたＴＳをデコード処理して、映像・音声信号を生
成する。ワークメモリ２６はデコード処理のためのデータを格納する。更に、デコードさ
れた信号に対して所定の信号処理を施し、ディスプレイ装置８に供給する。尚、デコーダ
機能を放送受信制御部２１に内蔵させ、放送受信制御部２１からＴＳではなくデコードさ
れた映像信号を出力するようにしてもよい。デコード機能は、今後主流になるＨ．２６４
などの新しい符号化方式にも対応可能とする。
【００３１】
　ディスプレイ装置８は、メディア処理／表示制御部２５からの映像・音声信号を受信し
、ユーザに映像・音声を表示・出力する。
【００３２】
　セキュリティ制御部２９は、有料サービス向けの契約チャンネルや課金情報、著作権保
護情報等を管理しており、ユーザ所望のチャンネルのデジタル放送について、ユーザの契
約状況などの必要に応じ認証処理、暗号の解読処理等を行う。これにより、コンテンツホ
ルダが不正コピーされることなくコンテンツ提供が可能となる。
【００３３】
　ＣＰＵ２７はメインメモリ２８に接続されており、該メインメモリ２８に記憶されたプ
ログラムや情報などを用いて、ユーザインターフェイス（ＵＩ）やアプリケーションなど
のソフトウェアを実行する。本実施例では、放送受信制御部２１から取得した番組情報と
、リモコン入力制御部２２から送られるチャンネル切替信号とを基に、ユーザが選局した
チャンネルの番組情報を検索する。選局した番組情報は、ネットワーク制御部２０を通し
て、ホームゲートウェイ３へ送信する。一方ＵＩの処理として、ユーザに推薦する番組一
覧をディスプレイ８に提示する機能を有する。ホームゲートウェイ３から送信されてきた
番組情報の一覧をネットワーク制御部２０が受信し、ＣＰＵ２７上で整形してディスプレ
イ８に提示する。このときユーザは、ディスプレイ８に提示された番組一覧から、リモコ
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ン２３により所望の番組を選択することで、その番組の視聴を行うことができる。
【００３４】
　次に、本実施例の特徴である番組推薦のための処理について説明する。リモコン入力制
御部２２は、リモコン２３からのリモコン信号を受信し、所望チャンネルへ切り替えるた
めのチャンネル切替信号を出力する。このチャンネル切替信号は、制御用Ｉ／Ｆを介して
放送受信制御部２１へ送られてチャンネル選択を行うとともに、放送受信制御部２１にて
チャンネル切替信号に該当する番組情報に変換し、ユーザ識別情報或いは端末識別情報を
付与してネットワーク制御部２０に供給される。ネットワーク制御部２０に供給された番
組情報及び識別情報は、ホームネットワーク５を介してホームゲートウェイ３に送信され
る。ここでユーザ識別情報或いは端末識別情報は、ＨＤＤ７に格納されている。
【００３５】
　ホームゲートウェイ３では、送信された番組情報と識別情報を基に、受信端末の視聴履
歴がユーザ識別情報或いは端末識別情報ごとに蓄積される。そして、ホームゲートウェイ
３からは、ホームネットワーク５とネットワーク制御部２０を介して、現在放送中の各放
送メディアの番組の中からユーザが好みそうな番組の一覧、或いは当該受信端末でよく視
聴されている番組に関連する番組一覧を返してくる。受け取った番組一覧は、ディスプレ
イ装置８のメニュー画面を用いて表示される。ユーザは番組一覧から好みの番組を選択す
ることで、その番組に切り替えて視聴することができる。なお、端末識別情報については
、放送受信端末のメニュー画面からホームネットワーク内の他の受信端末の端末識別情報
を指定して利用することも可能である。
【００３６】
　図３は、本実施例に係るホームゲートウェイ３の構成の一例を示す図である。
  ネットワーク制御部３１は、広帯域ネットワーク４（例えばＷＡＮ）とホームネットワ
ーク５（例えばＬＡＮ）に接続できるネットワーク制御モジュールであり、具体的にはＮ
ＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）である。ネットワーク制御部３
１は他の機器との間で、コンテンツや番組情報等の送受信に用いられる。
【００３７】
　ＰＳＩ／ＳＩ情報取得部（番組情報取得部）３２は、広帯域ネットワーク４を介して送
信されるＩＰ放送のデータストリームを受信して、ＰＳＩ／ＳＩ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ／Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）情
報が配信されているストリームを抽出して放送中の番組情報の一覧を生成する。
【００３８】
　記憶部３３は、例えばＲＯＭ、ＳＤカード、コンパクトフラッシュ（登録商標）、ＨＤ
Ｄ等の不揮発性の記憶媒体で構成され、ここでは、ＰＳＩ／ＳＩ情報取得部３２で生成さ
れる放送中の番組情報の一覧をデータベースとして蓄積する。また、受信端末及びユーザ
プロファイルもデータベースとして蓄積する。
【００３９】
　ＣＰＵ３４は、プログラムによって数値計算、情報処理、機器制御などを行う。メイン
メモリ３５はＣＰＵ３４のワークメモリとして利用され、演算に必要なプログラムやデー
タを格納し、演算に必要なデータを一時記憶する。制御用Ｉ／Ｆは、ＣＰＵ３４から各モ
ジュールに対して制御コマンドをやり取りするためのバスである。
【００４０】
　以下、放送受信端末で番組を選択した際のプロファイル生成処理について説明する。
  ホームゲートウェイ３は、電波を用いた放送の番組情報、及びＩＰネットワークを用い
た放送の番組情報を管理するため、ＰＳＩ／ＳＩ情報取得部３２を有する。ＰＳＩ／ＳＩ
情報取得部３２は、広帯域ネットワーク４に配信されるＩＰ放送からＳＩ情報を含むスト
リームを受信して、番組情報を取得する。ＶＯＤの場合は、コンテンツのメタデータをメ
タデータサーバから取得する。地上デジタル放送等の番組情報は、例えば出荷時に登録し
ておいた番組情報提供サイトを利用して取得する。メタデータサーバや番組情報提供サイ
トから取得する番組情報は、ネットワーク制御部３１を利用して広帯域ネットワーク４を
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介して取得する。取得した番組情報のデータベースは記憶部３３に登録し、定期的に更新
するものとする。ＩＰ放送のＳＩ情報については、ＩＰ放送の更新タイミングに合わせて
記憶部３３に蓄積した番組情報を更新する。地上デジタル放送等の番組情報は、番組情報
提供サイトの更新タイミングに合わせるか、事前に更新タイミングを設定しておき、その
スケジュールに合わせて記憶部３３に蓄積された番組情報を更新する。ＶＯＤのメタデー
タは放送受信端末２の再生時に端末２が取得するメタデータを、番組情報として登録する
。
【００４１】
　一方ホームゲートウェイ３は、放送受信端末２やユーザごとの視聴履歴を蓄積する。ユ
ーザがチャンネル選択を実施すると、放送受信端末２からホームゲートウェイ３に対して
、選択された番組情報と一緒に端末識別情報、或いはユーザ識別情報が送られてくる。こ
れらはホームネットワーク５とネットワーク制御部３１を介して受信し、ＣＰＵ３４を経
由してメインメモリ３５に展開される。識別情報を基にユーザごと、或いは端末ごとに番
組情報を解析し、視聴頻度の高い番組を抽出して視聴傾向（ユーザプロファイル或いは端
末プロファイル）を作成して記憶部３３に蓄積する。
【００４２】
　ここにユーザプロファイルは、放送受信端末側で使用しているユーザ認証が可能である
場合、これまでユーザが視聴してきた番組情報を基に、ユーザがよく視聴する番組やジャ
ンル、出演者等を抽出し、記憶部３３に保存しておくものである。放送受信端末２でユー
ザ認証を行うために、指静脈認証機能を有したリモコンやレジデントの画面を用いればよ
い。なお、放送受信端末にてユーザ認証を行わない場合は、番組情報と一緒に端末識別情
報をホームゲートウェイ３に送信する。ホームゲートウェイ３は、端末ごとの視聴傾向を
端末プロファイルとして蓄積する。
【００４３】
　次に、ホームゲートウェイ３による放送受信端末２への番組推薦処理について説明する
。ホームゲートウェイ３は、ホームネットワーク５とネットワーク制御部３１を介して、
放送受信端末２から番組推薦の要求を受信する。そのとき、ユーザ認証に基づきユーザ識
別情報（或いはユーザ認証なしの端末識別情報）を受信する。ＣＰＵ３４は、記憶部３３
に蓄積しているユーザプロファイル（端末プロファイル）の中から要求元のユーザ識別情
報（端末識別情報）に対応するユーザプロファイル（端末プロファイル）を取得する。そ
して、取得したユーザプロファイル（端末プロファイル）を基に記憶部３４に蓄積してい
る各放送メディアの番組情報データベースを検索し、要求ユーザ（要求端末）の視聴傾向
に適合する番組情報の一覧を作成する。作成した番組情報一覧は、ホームネットワーク５
を介して要求元の放送受信端末２に対して送信される。
【００４４】
　ここでユーザプロファイルを利用する方式は、ユーザがいずれのホームネットワーク内
のいずれの受信端末を利用しても、ユーザが好む番組をホームゲートウェイから推薦を受
けることが可能になる。一方端末プロファイルを利用する方式は、利用する受信端末自身
の視聴傾向に依存することになるが、宅内に複数の受信端末を設置している場合には、そ
の設置場所に依存した利用傾向を反映させることが可能になる。例えば、寝室にある受信
端末であれば、就寝時間帯の番組で端末プロファイルが作成される。すなわち、端末プロ
ファイルで管理することによって、シチュエーションにあった番組推薦が可能になる。
【００４５】
　図４は、本実施例における番組推薦の処理シーケンスを示す図である。
  ここでは、放送受信端末２とホームゲートウェイ３の間の通信処理を順に説明する。な
お、ホームゲートウェイ３は、全放送メディアの番組情報を取得しデータベースに蓄積し
ている。
【００４６】
　ユーザは、リモコンにより放送受信端末２に対しチャンネル選択を行う（処理４０１）
。放送受信端末２はユーザ識別情報、或いは端末識別情報を取得する（処理４０２）。そ
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して、ユーザ識別情報（端末識別情報）とチャンネル識別情報をホームゲートウェイ３へ
送信する（処理４０３）。
【００４７】
　ホームゲートウェイ３は、チャンネル識別情報からユーザの選択した番組情報を引き当
てる。そのとき、ホームゲートウェイ３が管理する番組情報一覧を利用すればよい（処理
４０４）。またユーザ識別情報（端末識別情報）から、ホームゲートウェイ３に蓄積され
ている該当する視聴履歴とユーザプロファイル（端末プロファイル）を特定する（処理４
０５）。そして、引き当てた番組情報を特定した視聴履歴に登録し、データマイニング（
嗜好解析）を実施して特定したユーザプロファイル（端末プロファイル）を更新する（処
理４０６）。
【００４８】
　次にユーザは、放送受信端末２に対し番組推薦の要求を行う（処理４０７）。放送受信
端末２はユーザ識別情報、或いは端末識別情報を取得する（処理４０８）。そして、ユー
ザ識別情報（端末識別情報）をホームゲートウェイ３へ送信する（処理４０９）。
【００４９】
　ホームゲートウェイ３は、ユーザ識別情報（端末識別情報）から該当するユーザプロフ
ァイル（端末プロファイル）を特定する（処理４１０）。そして、蓄積している全放送メ
ディアの番組情報データベースを参照し、特定したユーザプロファイル（端末プロファイ
ル）に適合する番組を検索する（処理４１１）。検索した番組を基に推薦番組リストを作
成する（処理４１２）。
【００５０】
　ホームゲートウェイ３は、要求元の放送受信端末２へ推薦番組リストを送信する（処理
４１３）。放送受信端末２は、受信した推薦番組リストをディスプレイに提示する（処理
４１４）。
【００５１】
　これによりホームゲートウェイ３は、全放送メディアの番組から検索して、ユーザ嗜好
の或いは受信端末嗜好の番組を推薦することができる。以下、放送受信端末２とホームゲ
ートウェイ３の間で送受信するデータの具体例を示す。
【００５２】
　図５は、チャンネル選択情報の一例を示す図である。これは図４の処理４０３にて用い
るデータであり、放送受信端末２がリモコンによるチャンネル選択時に、該放送受信端末
２からホームゲートウェイ３に対して送信される番組情報とユーザ或いは端末識別情報を
含む。（ａ）は放送用送信データ、（ｂ）はＶＯＤ用送信データの例を示す。
【００５３】
　（ａ）の放送用送信データにおいて、ユーザ（端末）識別情報５０１は、ユーザ識別情
報または端末識別情報である。ユーザ識別情報はホームネットワーク内の機器を利用する
ユーザを識別するＩＤであり、端末識別情報はホームネットワーク内に存在する放送受信
端末２を識別するＩＤである。いずれの識別情報も、ホームネットワーク５内でユニーク
なＩＤとする。
【００５４】
　放送メディア識別子５０２は、ＩＰ放送、地上デジタル放送／ＣＳデジタル放送、アナ
ログ放送、ＶＯＤを識別するＩＤである。地上デジタル放送であれば、ＡＲＩＢで規定さ
れているｓｙｓｔｅｍ＿ｎｍａｎａｇｅｍｅｎｔ＿ｉｄが望ましい。チャンネル識別子５
０３は、ＩＰ放送や地上デジタル放送、ＣＳデジタル放送及びアナログ放送のチャンネル
番号を入れる。番組識別子５０４は、選択したチャンネルで放送中の番組識別情報を入れ
る。
【００５５】
　接続先サーバＩＰアドレス５０５は、ＩＰ放送の番組を受信する際に、放送受信端末２
が接続するサーバのＩＰアドレスである。ポート番号５０６は、ＩＰ放送の番組を受信す
る際に接続するサーバのポートである。接続元ＩＰアドレス５０７は、番組を選択した放
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送受信端末２のＩＰアドレスを入れる。これらのネットワーク情報は、ＩＰ放送のチャン
ネル切替を高速にするために、事前にホームゲートウェイ３から予め取得し、番組選択時
に利用する。なお、接続先サーバＩＰアドレス５０５とポート番号５０６については、地
上デジタル放送、ＣＳデジタル放送、アナログ放送では入力する必要はない。
【００５６】
　（ｂ）のＶＯＤ用送信データにおいて、ユーザ（端末）識別情報５１１は、ユーザ識別
情報または端末識別情報である。放送メディア識別子５１２は、ＩＰ放送、地上デジタル
放送／ＣＳデジタル放送、アナログ放送、ＶＯＤを識別するＩＤである。接続先サーバＵ
ＲＩ５１３は、ＶＯＤコンテンツが存在ＵＲＩを入れる。接続元ＩＰアドレス５０７は、
番組を選択した放送受信端末２のＩＰアドレスを入れる。
【００５７】
　図６は、ユーザまたは端末プロファイル情報の一例を示す図である。これは図４の処理
４０６にて作成される情報で、ユーザごと或いは放送受信端末ごとに視聴履歴からその傾
向を解析してまとめたものである。
【００５８】
　ユーザ（端末）プロファイルＩＤ６０１は、ユーザ識別情報或いは端末識別情報である
。チャンネル６０２は、視聴回数の多いチャンネルを抽出する項目であり、チャンネルを
特定する情報を入れる必要がある。例えば、放送メディア識別子５０２，５１２とチャン
ネル識別子５０３を合わせた情報を入れるのでもよい。
【００５９】
　ジャンル６０３、出演者６０４は、ＥＰＧやＥＣＧから取得した情報であり、視聴履歴
で頻出する場合はここに登録される。キーワード６０５～６０７は、それ以外の情報で頻
度の多い単語を登録しておく。１つのカテゴリには複数登録できるようにしてもよい。
【００６０】
　放送受信端末２でチャンネル切替が行われると、図５のチャンネル選択情報がホームゲ
ートウェイ３に送信され、識別情報単位で視聴履歴に蓄積される。ホームゲートウェイ３
は蓄積された情報から、例えば、ジャンルやキーワードで統計情報を作成し、登場回数の
多い順にプロファイル情報のジャンルやキーワードへ登録する。プロファイル情報は視聴
履歴が更新されると随時更新される。
【００６１】
　図７は、推薦番組情報一覧の例を示す図である。これは図４の処理４１２にて作成され
る推薦番組リストであり、ホームゲートウェイ３がユーザまたは端末ごとに作成する推薦
番組一覧である。
【００６２】
　ホームゲートウェイ３は、ユーザまたは放送受信端末から推薦要求を受けると、図６の
ユーザまたは端末プロファイル情報から、要求元のユーザ（端末）識別情報と合致するユ
ーザ（端末）プロファイルＩＤ６０１を探し出す。そして、ジャンル６０３やキーワード
６０５～６０７に記述された内容に適合する番組を、記憶部３３に蓄積されている現在放
送中の番組情報データベースから検索し、推薦番組一覧として要求元の放送受信端末２へ
送信する。図７の例は、図６のプロファイルＩＤ（＝０ｘ１１０２）のユーザからの要求
に応える場合である。
【００６３】
　推薦番組一覧は、番組タイトル７０１、チャンネル番号７０２、サムネイルＵＲＩ７０
３、放送メディア識別子７０４、チャンネル識別子７０５、番組識別子７０６、接続先Ｉ
Ｐアドレス７０７及びポート番号７０８などを含む。番組一覧のフォーマットは一例であ
り、適宜その構成を変更することができる。
【００６４】
　番組タイトル７０１とチャンネル番号７０２、サムネイルＵＲＩ７０３は、放送受信端
末２のディスプレイ８に提示する際に利用する情報である。ディスプレイの表示方法は、
番組タイトル７０１の一覧表示や、サムネイル７０３の一覧表示を行う。チャンネル番号
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７０２はリモコンの番号に対応してあり、番組情報一覧がＴＶ画面に提示中にディスプレ
イ８に提示されたリモコンのチャンネル番号を押下すると、選択した番組の視聴が開始さ
れる。
【００６５】
　放送メディア識別子７０４が地上デジタル放送やＣＳデジタル放送等であれば、放送受
信端末のチューナ機能により該当する番組を選局する。ＩＰ放送であれば、番組情報一覧
の接続先ＩＰアドレス７０７とポート番号７０８を利用してサーバに接続し、ストリーム
受信を開始する。ＶＯＤの場合には、接続先ＩＰアドレス７０７記載のＵＲＩを利用して
コンテンツのストリーミングを取得する。
【００６６】
　ＩＰ放送やＶＯＤを利用する場合ホームゲートウェイ３を経由するが、ホームゲートウ
ェイ３は、放送受信端末２から送信されてくるストリーム開始指示を基に番組情報を検索
し、必要なネットワーク帯域を確保する機能を有する。このとき使用するネットワーク帯
域が十分でない場合、例えば、ホームネットワーク内の他の放送受信端末２ｂ，２ｃがＶ
ＯＤやＩＰ放送を利用しているときは、接続に十分な帯域を確保できないと判断し、新規
にストリーミングを開始しようとする放送受信端末２ａに対して再生できないことを通知
することができる。
【００６７】
　従来の放送受信端末単体では、全ての放送メディアから提供される数１００チャンネル
に及ぶ番組の中から、ユーザが所望する番組を探すことは困難であった。本実施例によれ
ば、ホームゲートウェイ３は各放送メディアの番組情報を蓄積するとともに、ユーザまた
は端末の視聴履歴からその嗜好プロファイルを作成することで、膨大な番組の中からユー
ザや端末が好む番組一覧を推薦することができる。特に、ブロードバンドのネットワーク
を利用したコンテンツ配信サービス（ＩＰ放送、ＶＯＤ、コンテンツのダウンロード）の
受信に有効である。
【実施例２】
【００６８】
　次に、本発明が適用される放送受信システムの第２の実施例について説明する。
  本実施例では、放送受信端末２ａ，２ｂ，２ｃは、ホームネットワーク５を介して、ホ
ームゲートウェイ３と番組情報などを送受信することによって、ホームゲートウェイ３に
放送受信端末２で視聴した番組情報を蓄積し、ユーザごとに視聴履歴を管理することによ
って、ホームゲートウェイ３の持つ番組情報を基に、放送受信端末２を操作しているユー
ザが次に見たいと思う番組を、現在の番組終了後に自動的に提示することが可能になる。
【００６９】
　図８は、自動的なチャンネル遷移の一例を示す図である。図には便宜上チャンネル数を
２としている。チャンネル２は遷移前のユーザが現在視聴しているチャンネル、チャンネ
ル１はプロファイルによって自動的に選択された番組Ｂを有するチャンネルである。チャ
ンネルには、時系列に並んだ番組が存在し、チャンネル１では１０時から１１時までに１
０時半を境に、番組Ａと番組Ｂを有し、チャンネル２では、同時間帯に番組Ｃと番組Ｄが
存在する。図８は説明上、現在視聴中の番組が終了するタイミングで次の番組の最初にチ
ャンネル遷移が発生しているが、次に選択される番組は、番組途中からの遷移も考えられ
る。ユーザが現在視聴している番組をチャンネル２の番組Ｃとした場合、番組Ｃの終了直
前にユーザプロファイルを基に番組Ｃ終了後の時間帯で、ユーザが好むと思われる番組を
検索し、もっとも可能性の高い番組へチャンネル遷移する。このとき、候補となる番組一
覧をＴＶ画面に提示し、ユーザに選択させることでもよい。もっとも可能性が高い番組の
検索は、ユーザプロファイルの評価の高いキーワードに該当する番組付加情報を有するも
のとする。
【００７０】
　以上により、ユーザは番組終了のタイミングで、次の番組を探すために、様々な放送及
びチャンネルを渡り歩くことがなくなり、容易に所望の番組を見ることが可能になる。
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【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明による放送受信システムの一実施例を示す構成図。
【図２】放送受信端末装置２の構成の一例を示す図。
【図３】ホームゲートウェイ３の構成の一例を示す図。
【図４】番組推薦の処理シーケンスを示す図。
【図５】チャンネル選択情報の一例を示す図。
【図６】ユーザまたは端末プロファイル情報の一例を示す図。
【図７】推薦番組情報一覧の例を示す図。
【図８】自動的なチャンネル遷移の一例を示す図。
【符号の説明】
【００７２】
　２…放送受信端末、
　３…ホームゲートウェイ、
　４…広帯域ネットワーク、
　５…ホームネットワーク、
　６…アンテナ、
　７…ＨＤＤ、
　８…ディスプレイ装置、
　１１…放送局、
　１２…放送波送出装置、
　１３…コンテンツサーバ、
　１４…多重化装置、
　１５…配信サーバ、
　１６…番組情報提供装置、
　２０…ネットワーク制御部、
　２１…放送受信制御部、
　２２…リモコン入力制御部、
　２３…リモートコントローラ、
　２４…ストリーム制御部、
　２５…メディア処理／表示制御部、
　２６…ワークメモリ、
　２７…ＣＰＵ、
　２８…メインメモリ、
　２９…セキュリティ制御部、
　３１…ネットワーク制御部、
　３２…ＰＳＩ／ＳＩ情報取得部、
　３３…記憶部、
　３４…ＣＰＵ、
　３５…メインメモリ。
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